
 

行
政
書
士
制 

度
強
調
月
間
に 

伴
う
無
料
相
談 

会
が
、
十
月
一 

日
（
土
）
、
午
後 

一
時
か
ら
三
時 

ま
で
、
Ｊ
Ｒ
茅 

                
 

               

ヶ
崎
駅
自
由
通
路
に
て
開
催
さ 

れ
た
。 

 

十
二
名
の
会
員
が
参
加
。
市 

民
の
相
談
に
応
じ
た
。
ま
た
、 

本
会
の
礒
田
都
貴
代
会
長
も
駆 

け
つ
け
、
相
談
員
を
激
励
さ
れ 

た
。 

                               

 

相
談
に
訪
れ
た
市
民
は
、
十 

三
名
。
そ
の
内
容
と
件
数
は
、 

次
の
通
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

こ
れ
ま
で
通
り
、
相
続
・
遺 

言
関
係
の
相
談
が
、
半
数
以
上
。 

 

終
了
後
、
礒
田
会
長
に
も
参 

加
を
頂
き
、
反
省
会
を
開
催
。 

来
年
三
月
の
無
料
相
談
会
（
藤 

沢
駅
）
に
向
け
て
、
反
省
点
を 

出
し
合
い
、
そ
の
後
、
散
会
と 

な
っ
た
。 

               

  
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

五
月
十
四
日
の
定
時
総
会
で 

承
認
さ
れ
た
、
水
島
早
苗
支
部 

長
、
高
橋
明
副
支
部
長
、
神
本 

千
石
副
支
部
長
、
國
井
和
夫
幹 

事
（
相
談
部
長
）
、
杉
本
剛
昭
幹 

事
（
総
務
部
長
）
、
石
崎
寛
之
幹 

事
（
広
報
部
長
）
ら
新
執
行
部 

は
、
五
月
三
十
日
（
月
）、
服
部 

信
明
茅
ヶ
崎
市
長
と
山
下
孝
子 

市
議
会
議
長
を
訪
問
。
新
執
行 

部
の
紹
介
と
就
任
の
挨
拶
を
し
、 

同
日
、
寒
川
町
の
伊
澤
勝
良
助 

役
も
訪
問
し
た
。 

 

六
月
六
日
に
は
、
水
島
支
部 

長
、
高
橋
・
神
本
両
副
支
部
長
、 

國
井
、
石
崎
両
幹
事
が
、
山
本 

捷
雄
藤
沢
市
長
を
訪
問
。
新
執 

行
部
の
紹
介
と
就
任
の
挨
拶
を 

済
ま
せ
て
、
新
た
な
一
歩
を
踏 

み
出
し
た
。 

              

 
 
 

忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
到 

 
 
 

来
！
毎
週
、
あ
る
い
は
、 

 
 
 

毎
日
の
よ
う
に
飲
み
会 

 
 
 

が
あ
る
と
い
う
方
も
多 

 
 
 

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ 

 
 
 

う
か
？
か
く
言
う
私
も 

 
 
 

誘
わ
れ
る
と
断
れ
な
い 

 
 
 

性
質
な
の
で
、
手
帳
に 

は
、
忘
年
会
の
予
定
が
び
っ
し 

り
で
す
。
肝
臓
に
は
負
担
が
か 

か
り
ま
す
が
、
気
の
合
う
仲
間 

と
共
に
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
と
、 

日
常
の
嫌
な
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
、 

明
日
へ
の
活
力
と
な
る
こ
と
も 

確
か
で
す
。
お
酒
の
量
は
程
々 

に
楽
し
も
う
と
思
い
ま
す
。 

（
石
崎 

寛
之
） 

 

今
年
も
気
が
付
け
ば
、
師
走 

で
す
ね
。
年
々
、
時
の
過
ぎ
行 

く
の
が
早
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う 

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
何
か
と 

ご
多
忙
な
時
期
か
と
思
い
ま
す 

が
、
皆
様
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く 

だ
さ
い
。 

（
寺
内 

正
樹
）  

 

今
回
初
め
て
事
務
所
訪
問
の 

取
材
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

同
じ
支
部
と
は
い
え
、
他
の
会 

員
の
方
の
事
務
所
に
お
邪
魔
す 

る
機
会
は
滅
多
に
無
い
も
の
で 

す
。
業
務
の
こ
と
も
含
め
て
有 

意
義
な
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き 

ま
し
た
。 

（
小
林 

哲
朗
） 

 NPO 法人神奈川成年後見サポート

センター横浜湘南支部では、今年も恒

例の無料相談会を実施しました。 

 ９月２４、２５日の「藤沢市民まつ

り」を皮切りに、１０月１６日の「六

会公民館まつり」、１１月３日の「茅ヶ

崎市民ふれあいまつり」、１１月５日の

「鵠沼公民館まつり」と全４箇所延べ

５日間にわたって、成年後見から相

続・遺言に関することまで市民の皆様

からの相談がありました。 

 １１月３日の茅ヶ崎では、行政書士

会湘南支部の水島支部長、神本・高橋

両副支部長も激励に駆けつけてくださ

いました。 

 市民まつり等の中での相談会で各会

場とも来場者が多かったこともあって

か、それぞれの相談会で非常に多くの

  

 

 

 

 

  

相談が寄せられました。 

 プライベートな話にもなりやすいた

め、なかなか周囲に相談できず、困っ

ていたという方もいらっしゃって、こ

のような相談会があるとありがたいで

す、といううれしいお言葉も頂戴しま

した。 

実際に問題を抱えていてもどこに相

談すれば良いのかわからないという実

態もあるようで、相談員として参加を

された方は、改めて相談会の重要性を

肌で感じることができたのでは、と思

います。 

 将来の設計がますます行ないにくく

なっている昨今、このような相談会が

市民の皆様の不安を少しでも解消する

一助となれば、と思います。 

（寺内正樹）

＊資料を手に相談に訪れる市民に対し、

丁寧に応対する相談員達。 

相 
 

続 
 

 

…
六
件 

遺 
 

言 
 

 

…
二
件 

契 
 

約 
 

 

…
一
件 

債
務
不
履
行 
 

…
一
件 

税 
 

金 
 

 

…
一
件 

雇
用
・
社
会
保
険
…
一
件 

交
通
事
故 

 
 

…
一
件 

合
計 

十
三
件 


